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֎นのԆমのおそれのある部分やՐ区画に開ޱ部をઃける場合、「Րઃඋ」（چԵछՐ戸）や「ಛ定Րઃඋ」（ߕچछՐ戸）の用がٛͮけΒ
れています。ݐஙج४๏ࣔࠂによるྫࣔ様やݸผೝ定でೝ定されている場合は、熱ڧԽガラス（ύイロクリア）の用がՄ能です。Ҏ前かΒ用さ
れているೖりガラスは、金をガラス内部にೖれることでՐࡂ時のガラスམをࢭしておりますが、金がࢹքを遮るというや、ظ間の
用による金のࡺびによってガラスがׂれてしまうことがあります。一ํ、ύイロクリアは、フロート板ガラスにಛघなΤッジՃとڧԽॲཧをՃ
͑た熱ڧԽガラスとして、Րࡂ時でもഁଛせͣにՐԌを遮断するとಉ時に、ϫイϠレスのため、クリアなࢹքとࣗવな৭ௐがಘΒれます。
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Րઃඋ・ಛ定Րઃඋがඞཁな開ޱ部

Րݐங
४Րݐங

Ր地Ҭ
४Ր地Ҭのݐங

「Ԇমのおそれのある」開ޱ部

Ր間น 　ࠜ

ආ֊ஈ、ආ通࿏に
面する

ඇྗ間น

Ր区画・Րนの
開ޱ部と

ආ֊ஈのग़ೖりޱ
ガラスを用いたࠜ

Րߏのࠜ
F1030RF

ՙॏ65LH�ʊ で
遮Ԍੑ能30分

)12年ࣔࠂ
ୈ1399号ୈ5三

「ೖガラスでΒれたもの」

έイࢎιーダೖ
ੵガラス

ύイロストップォール

熱ڧԽガラス
ύイロクリアὼ
ύイロクリアὼJ
ύイロクリア4※

※ඈࢄࢭフィルムషり
　ೝ定品

熱ڧԽガラス
ύイロクリアὼ
ύイロクリアὼJ

熱ڧԽガラス
ύイロクリアὼ
ύイロクリアὼJ

熱ڧԽガラス
ύイロクリアὼJ

)12年ࠂ （ࣔ)31年վਖ਼）
ୈ1360号

「鉄ࡐຢは߯ࡐʴೖガラス」
「鉄ࡐຢは߯ࡐʴ熱ڧԽガラス」

※)31年にچΧݐ）ڠங開ޱ
　部ڠձ）が通ଇతӡ用をఀࢭ

時̍間Ր間น
F1060/1

遮Ԍੑ能60分
遮熱ੑ能60分

ಛ定Րઃඋ
E"

（छՐ戸ߕچ）
遮Ԍੑ能60分

Րઃඋ
E$

४遮Ԍੑ能20分
（֎ଆՃ熱）

Րઃඋ
EB

EBが一ൠత

（ԵछՐ戸چ）
遮Ԍੑ能20分（྆面Ճ熱）

<ྩ>ୈ136の2 ୈ三号 <ྩ>ୈ112ୈ1߲ <ྩ>ୈ107 ୈೋ号 <ྩ>ୈ107 ୈ三号

のྫࣔがないためࣔࠂ
大ਉೝ定がඞཁ

のྫࣔがないためࣔࠂ
大ਉೝ定がඞཁ

のྫࣔがないためࣔࠂ
大ਉೝ定がඞཁ

のྫࣔがないためࣔࠂ
大ਉೝ定がඞཁ

によるࣔࠂ
様ࣔྫ

によるࣔࠂ
様ࣔྫ

ผೝ定の取ಘݸ
がඞཁ

ผೝ定の取ಘݸ
がඞཁ

ผೝ定の取ಘݸ
がඞཁ

ผೝ定の取ಘがඞཁݸ

ビルՐ戸／住Ր戸

ήル෧ೖෳガラスೖ板ガラスೖ板ガラスೖ板ガラス ೖ板ガラス

<๏>ୈ2ୈ号のχロ
<ྩ>ୈ109の2

●ΨϥεとՐؔ࿈๏نについて

E" ಛ定Րઃඋ（ओにՐ区画の開ޱ部）
 %FTJHOBUFE FJSF 1SFWFOUJWF ERVJQNFOU （5ZQF "）
EB Րݐஙの֎นにઃけるՐઃඋ（遮Ԍੑ能）
 FJSF 1SFWFOUJWF ERVJQNFOU（5ZQF B）
E$ Ր地Ҭの֎นにઃけるՐઃඋ（४遮Ԍੑ能）
 FJSF 1SFWFOUJWF ERVJQNFOU（5ZQF $）

F1060/1 1時間Ր間น
 FJSFQSPPG $POTUSVDUJPO 60NJO /PO-BFBSJOH WBMM 1BSUJUJPO WBMM
F1030RF 30分Րࠜ
 FJSFQSPPG $POTUSVDUJPO 30NJO RPPG
　　<๏> ݐஙج४๏
ྩߦࢪ४๏جஙݐ <ྩ>　　

●Րؔ࿈๏نにؔすΔཁੑٻとه߸

●ՐΨϥε製品Ұཡ
用用్ ϫイϠレス

Ր J*4
Րઃඋ ಛ定Րઃඋ 30分Րࠜ Ր間น

ύイロクリア ˔ ˔ ˔ 
J*4 R 3206	Խガラスڧ
ύイロクリア̟ ˔ （˔） ˔ 熱ڧԽガラス	J*4 R 3223

ύイロクリア̨ ˔ ˔ 
J*4 R 3206	Խガラスڧ
ύイロストップ ˔ ˔ ʵ
ೖ板ガラス ˔ ˔ ˔ ೖ板ガラスٴび線ೖ板ガラス	J*4 R 3204
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●ՃԹۂઢ

‒ՐઃඋɺಛఆՐઃඋͷݧࢼ๏

ฏ成2年ݐઃল1125ࣔࠂ号がഇࢭされ、*40に४ڌし
たࢼ験ํ๏と変更され、Րઃඋで20分Ҏ上、ಛ定
Րઃඋで60分Ҏ上、࣍の3߲目に適合するՐੑ能
がٻめΒれます。Ճ熱ऴ了ޙのিܸ実験はഇࢭされま
した。

ᶃඇՃ熱ଆ10ඵを͑てܧଓするՐԌのग़がないこと。
ᶄඇՃ熱面で10ඵを͑てܧଓするൃԌがないこと。
ᶅՐԌが通るُ྾のଛইおよびすき間をੜじないこと。

●ཁੑٻ

Րઃඋ～遮Ԍ20分
ಛ定Րઃඋ～遮Ԍ60分
Րࠜ～ՙॏ65LH ／ᶷʴ遮Ԍ30分
1時間Ր間น～遮Ԍ60分ʴ遮熱60分

（ඇՃ熱面ฏ160ۉˆҎ下、࠷高200ˆҎ下）

ᶃԆমの͓ͦΕのあΔ෦の։ޱ෦
ɹ	جݐ๏ୈ2のೋロ


ˠՐઃඋを༗すること
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ̟

Ր区画のछ ：ྨ面ੵ区画（高区画）・୦݀区画・ҟछ用్区画・間区画

ᶆ໘ੵ۠ը	جݐ๏ࢪ行ྩୈ112 ୈ1ʙ�߲


ˠ४ՐߏのนຢはಛఆՐઃඋで۠ը
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ4、
� ύΠロετοϓ


行ྩୈ112 ୈ�ʙ9߲ࢪ๏جݐ	۠ըߴ

˞11֊Ҏ্の໘積۠ը
ˠՐߏのนຢはՐઃඋ
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ4、
� ύΠロετοϓ
˞耐Րߏのน�特定防Ր設උを用いること
ɹで໘積؇ાஔあり

ᶈ୦݀۠ը	جݐ๏ࢪ行ྩୈ112 ୈ10ʙ1�߲


ˠ४ՐߏのนຢはՐઃඋで۠ը
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ4、
� ύΠロετοϓ
˞スプϦンΫラー設උ設ஔなどで、
ɹ10防Ր設උにすることができる。
ɹ	ྩ2ަࠃলࣔࠂୈ19�߸)
ˠ表໘圧ॖԠྗ1�0.PaҎ্の強Խガラス
ɹor�パΠロΫϦΞ

ᶅආ֊ஈٴͼಛผආ֊ஈのߏ
ɹ	جݐ๏ ࢪ行ྩୈ12�


・֊ஈࣨは、ՐߏのนでғΉこと
ɹ製品ɿύΠロετοϓ

・นに設ける։ޱ෦は、
ɹ1ᶷҎのՐઃඋ	'*9૭)�
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ+

・ग़ೖޱɿՐઃඋ	ආ֊ஈ）、
ɹಛఆՐઃඋ�Րઃඋ	特別ආ֊ஈ）
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ+、
� ύΠロΫϦΞ4

ᶄҟछ༻్۠ը	جݐ๏ࢪ行ྩୈ112 ୈ1�߲


ˠ४ՐߏのนຢはಛఆՐઃඋで۠ը
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ̨、
� ύΠロετοϓ

ᶇঢ߱࿏のนຢはग़ೖޱ 	ฏ20年ަࠃল
ɹ告示ୈ1���߸、1���߸


ˠ合わせガラス	+*4�3��20�)とಉҎ্の
ɹඈࢄ防止性能を༗するガラス
˞防Ր性能がཁٻされる෦Ґの合、
ɹ「パΠロΫϦΞ�ඈࢄ防止ϑΟルϜ」�or
ɹ「パΠロスτοプ」が使用できる。
ɹ製品ɿ合わせガラス	+*4�3��20�)
ɹ防Ր۠ըに֘する合
ɹ製品ɿύΠロΫϦΞ、ύΠロΫϦΞ4、
� ύΠロετοϓ

（Ճ熱Թۂ線）
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